
平成27年度 鹿児島県医師会在宅医療提供体制推進事業

標記研修会を下記日程で開催します。今回は、若い世代から見た今後の在宅医療の展望をテーマに

元南相馬市立総合病院在宅診療部（現亀田総合病院在宅医療部）原澤慶太郎 先生にお話しいただき

ます。

参加を希望される方は８月３日（月）までに本会事務局宛に下記申込書にてお申し込みください。

第２回在宅医療推進研修会

日 時：平成27年８月５日（水）18：30～20：30
会 場：鹿児島県医師会館 ４階大ホール
対 象：医師、その他の医療介護従事者、行政職員等

在宅医療症例報告

特別講演
『心臓外科医から家庭医へ転向した私が、原子力災害の街で
2年間暮らして確信したこと
「医学モデルから生活モデルへ、越境と創発のセレンディピティ」』

元南相馬市立総合病院 在宅診療部

（現亀田総合病院 在宅医療部） 原澤 慶太郎 先生

お問合せ先：鹿児島県医師会在宅医療推進支援室 ☏０９９-２５４-８１２１

お名前 職種
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5

在宅医療推進支援室行き （FAX：０９９－２５４－８１２９）
＜申し込み様式＞

医療機関・事業所名：

ご連絡先：TEL

※平成２７年8月３日(月)までにお申し込みください。

講師略歴：2004年、慶応義塾大学医学部卒、亀田総合病院にて初期研修、同院心臓血管外科
後期レジデント、㈶心臓血管研究所付属病院出向、手術と当直三昧の日々を送る。医師７年目
に、加速する高齢社会で循環器急性期医療に身をおく中で、地域医療が抱える社会的問題への
挑戦が、医師にとって最大のフロンティアであると確信、家庭医へ転職。亀田総合病院家庭医
診療科後期レジデント。東日本大震災後、2011年11月より福島県南相馬市立総合病院出向。
赴任後、仮設住宅での予防接種事業等を展開、2012年4月に在宅診療部設立、行政や自治会
と協働した社会変革事業など13のヘルスケア関連事業を手掛け、復興庁支援事業に認定される。
2013年10月離任、現在亀田総合病院 在宅医療部勤務。

【第1回在宅医を支援する医師等の研修会】

ご案内

日医・県医生涯教育認定講座
カリキュラムコード：1 専門職としての使命感 8 医療の質と安全 13 地域医療 80 在宅医療


